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はじめに

このドキュメントでは、UCS Managerに統合されたUCS-Cシリーズサーバをスタンドアロンモー
ドに設定し、そのファームウェアバージョンを再イメージ化する方法について説明します。

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

Unified Computing System(UCS)サーバの基本知識•
UCS Manager(UCSM)の基本知識•
Cisco Integrated Management Controller(CIMC)の基本的な知識•
ネットワーキングの基礎知識。•



使用するコンポーネント

このドキュメントは、特定のソフトウェアのバージョンに限定されるものではありません。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始していま
す。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認して
ください。

背景説明

この設定を開始する前に、次の要件を満たしていることを確認してください。

Cシリーズサーバに接続するコンピュータ。•
KVMケーブル•
モニタ•
キーボード•
管理ポートに接続する1Gケーブル•

設定



注:TACの推奨なしに、このプロセスを実行しないでください。

サーバをスタンドアロンモードにする



警告：この手順を開始する前に、サーバーの電源が切れていることを確認してください
。

ステップ 1：サーバの停止

UCS ManagerのWebインターフェイスに移動します。

Equipment > Rack-Mounts > Server xの順に移動します。



Server Maintenance をクリックして、Decommissionを選択します。



注：サーバの使用を中止した場合、ラックマウント上には表示されません。サーバの使
用を中止したサーバは、Equipment > Decommisioned > Rack-Mountsの下に表示されま
す。

ステップ 2：サーバポートの設定解除

Equipment > Fabric Interconnects > Fabric Interconnect A > Fixed Module > Ethernet Ports > Port 
xの順に移動します。

Unconfigureをクリックします。



ファブリックインターコネクトBについても同じ手順を繰り返します

Equipment > Fabric Interconnects > Fabric Interconnect B > Fixed Module > Ethernet Ports > Port 
xの順に選択します。

Unconfigureをクリックします。

ステップ 3：CIMCのデフォルト設定への変更

サーバーの電源を切り、電源ケーブルを取り外します。

2分待ってから、電源コードを再度接続します。

モニタとキーボードを使用して、KVMケーブルをサーバーに接続します。

Ciscoメニューが表示されるまでサーバのブートプロセスを監視し、F8キーを押してCisco IMCコ
ンフィギュレーションユーティリティに入ります。





F1キーを押して、工場出荷時のデフォルト設定を有効にします。



F10キーを押して変更を保存し、サーバをリブートします。

ステップ 4：スタンドアロンモードへのCIMCの設定

Ciscoメニューが表示されるまでサーバのブートプロセスを監視し、F8キーを押して再度Cisco 
IMCコンフィギュレーションユーティリティを開始します。

次の設定を適用します。

専用に選択されたNICモード•
IPからIPV4•
コンピュータと同じサブネット内のIPを持つCIMC IP•
NICの冗長性を「なし」に設定•
no vlan•



F10キーを押して変更を保存し、サーバをリブートします。

コンピュータをサーバの物理管理ポートに接続し、Webブラウザを開きます。

https://x.x.x.xで設定したIPを使用します  



注:adminユーザのデフォルトパスワードはpassword

CIMCプロンプトビューと現在のCIMCバージョン



ファームウェアバージョンの再イメージ化



注：サーバがUCSMに再度統合される場合は、ファームウェアバージョンを再イメージ化
することを強く推奨します。

ステップ 1：Host Upgrade Utility(HUU)ISOをダウンロードします。

再イメージ化はHUUを介して実行されます。HUU ISOは、シスコのダウンロードページからダウ
ンロードできます。

ステップ 2：KVMを起動し、HUU ISOをマッピングします。

最新バージョンのHUUをダウンロードしたら、CIMCに移動してLaunch KVMをクリックします。

vKVMが起動したら、Virtual MediaをクリックしてActivate Virtual Devicesをクリックします。

https://software.cisco.com/software/csws/ws/platform/home?locale=en_US#
https://software.cisco.com/software/csws/ws/platform/home?locale=en_US#
https://software.cisco.com/software/csws/ws/platform/home?locale=en_US#


マップCD/DVDに収録されているHUUのマップ



ステップ 3：HUU ISOを使用して起動します。

[Cisco]メニューが表示されるまでサーバのブートプロセスを監視し、F6キーを押して[Boot 
Menu]に入ります。



vKVM-Mapped vDVDオプションを選択して、HUU ISOがマッピングされた状態で起動します。





注:HUU ISOのロードには数分かかることがあります。

ステップ4：現在のバージョンのイメージを再適用します。

HUU ISOがロードされ、シスコソフトウェアライセンス契約に同意するまで待ちます。



Advancedモードに切り替えてすべてのコンポーネントを選択してから、Update & Activateをクリ
ックします。



再イメージ化が完了してサーバがリブートするまで待ちます。

サーバのUCS Managerへの統合

ステップ 1：CIMCを工場出荷時のデフォルトに設定します。

「サーバをスタンドアロンモードにする」のステップ3と同じ手順を繰り返します。

手順2：ポートをサーバポートに再設定する

Equipment > Fabric Interconnects > Fabric Interconnect A > Fixed Module > Ethernet Ports > Port 
xの順に移動します。

Reconfigureをクリックして、Configured as Server Portを選択します。



ファブリックインターコネクトBについても同じ手順を繰り返します

Equipment > Fabric Interconnects > Fabric Interconnect B > Fixed Module > Ethernet Ports > Port 
xの順に選択します。

Reconfigureをクリックして、Configured as Server Portを選択します。

ステップ3：アダプタケーブルの接続

ポート1をVICカードのFI-Aに、ポート3をFI-Bに接続します。

ステップ 4：再コミッションサーバ。

Equipment > Decommsioned > Rack-Mountsの順に進み、Recommissionのチェックボックスを選
択して、Save Changesをクリックします。  

サーバが再び表示されるまで待ちます。



サーバFSMでサーバ検出をモニタできます。 



注：検出の開始には数分かかることがあります

サーバが検出プロセスを完了すると、サービスプロファイル(SP)の関連付けが開始されます。



検出と関連付けが完了したら、サーバをブートして実稼働に戻すことができます。

関連情報

UCS CシリーズとCisco UCS Managerの統合•
UCS Cシリーズサーバユーティリティ•
テクニカル サポートとドキュメント - Cisco Systems•

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c-series_integration/ucsm4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0_chapter_01.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c-series_integration/ucsm4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0_chapter_01.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c-series_integration/ucsm4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0_chapter_01.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c-series_integration/ucsm4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0_chapter_01.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c-series_integration/ucsm4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0_chapter_01.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c-series_integration/ucsm4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0/b_C-Series-Integration_UCSM4-0_chapter_01.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/sw/cli/config/guide/4_3/b_cisco_ucs_c-series_cli_configuration_guide_43/b_Cisco_UCS_C-Series_CLI_Configuration_Guide_41_chapter_010000.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/sw/cli/config/guide/4_3/b_cisco_ucs_c-series_cli_configuration_guide_43/b_Cisco_UCS_C-Series_CLI_Configuration_Guide_41_chapter_010000.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html?referring_site=bodynav
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html?referring_site=bodynav
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html?referring_site=bodynav
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html?referring_site=bodynav


翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


